
 

 

 

 

リスが食べたクルミ 

カエデの実 

 

 

暑さが続いた後の一雨の恵みを得た正に爽やかな日に記念館講座を開催することができました。

９時まなび学園をバスで出発、光太郎の足跡を追うように訪ね歩く盛りだくさんの内容でした。 

どれかひとつでも心に残り、また記念館を訪れていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 北緯 39 度東経 141 度の地点から ― 

 

 

 花巻高村光太郎記念館通信 第１３号 平成３０年６月２９日（金） 

― 北緯 39 度東経 141 度の地点から ― 

― 光太郎の食卓と星降る里山を楽しむ ー 

平成 30年６月９日(土) 

↑ キツツキの穴 

ウワズミザクラの実 ↑ ホウチャクソウ → 

この木は何歳？ 

←  60 歳位 

光太郎の花巻生活を支えた医師佐藤隆房は、宮沢

家とも親交がありました。 

「下ノ畑ニ居リマス」の畑を望む高台に建つ

光太郎が揮毫した「雨ニモマケズ」 



アンケートより ： 参加者の声 

★新たに光太郎に興味、関心を持ちました。 ★太田の村が気に入りました。 ★むらまつりの魚つかみが楽しかった。 

★星のお話、光太郎との関連性をもっと知りたい。 ★盛り沢山な内容でとても楽しかったです。 ★自由時間があって

良かった。★日程が（名札の裏で）首から下げているのが良かった。 ★歴史と自然がとても深くつながっているんだな

ぁと思いました。 ★親子で光太郎について学ぶ機会をいただきありがとうございました。 ★またこのような企画があ

ったら参加したいです。等々。                         たくさんのご意見・ご感想どうもありがとうございました。 

光太郎が青年たちと描

いた太田の文化を引き

継ぐまつりに参加。 

魚つかみや、餅つき体

験で盛り上がる子ども

たち。大人の皆さんは、

伝統工芸の実演やクッ

ブのデモ競技など見て

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光太郎は、大自然を愛した詩人 

です。月や星の美しさ、魅力に 

ついても若いころからいろいろ 

と書きのこしています。 

今回は小山弘明氏の資料ととも 

に、「光太郎の見た星を見よう」 

と星座早見盤の使い方を教わり 

ました。 

７月 31日は火星が地球に大接 

近します。光太郎が見た星座が 

見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ヨモギご飯 

・ホッケのトマトソース煮 

・ヤキトリ（鶏もも肉とネギ） 

・煮豆（トラ豆） 

・シュークルート 

（キャベツの酢漬け：パリで教わったベルギー料理） 

・そば粉パン（黒みつとバターを添えて） 

・ヨーグルト（黄桃と地元いちごをのせました） 

・ミズの吸い物（春雨とウズラ卵も入っています） 

これまでもマチココ

（花巻：まち散歩マガ

ジン）等で再現したも

のです。子どもたちが

喜んでくれるか少し心

配しましたが、おかわ

りなど、うれしい反応

をいただきました。 

昭和 21 年 7 月

23日の日記 

「夜はれ渡る。月

を見る。此位の

月なり。」 

 


